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える。   
本番は，こうした園際経営史研究の流れの中で，若者が過去10年以上にわたって寺fっ  
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てきた節2次大戦前の日本紡績企業の中国投姿に関する研究を集大成したものである。  
本書の全体の枠組は，次のようなものである。中国市場に対して輸出戦略をとっていた  
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車  評  133  
日本からの輸出競争力を高めることの方が有利と考えた。結果としては，中国での現地  
年産を諦めた両社ではあるが，その決定へのプロセスと経営者の認識や役割における相  
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杏  評  135  
労働者を管理することに関心をもたず，このため牡鹿性は改薄されず，日本企業に対し  



















優位性については，管理能力に起関していたことが明確に指摘されている。   
結語の部分では，本音の全体の議論が，中国投資の市場的背乳 中国投資の行動類軌  
海外綿布市場の広がりと輸出戦略，管理と技術の移転，そして国内部門の再構築といっ  
た形でまとめられている。投資行動については，市場の防衛，新規参入，先取り，といっ  
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れた人材・設備・資金・情報などの経営資源あるいは組織能力も企業行動に大きな影響   
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